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鳥獣被害防止対策事業補助金を活用し被害防止を行った
農地の面積

獣害被害防止対策面積

有害鳥獣捕獲頭数

有害鳥獣捕獲業務委託等によるサル、イノシシ、シカの捕
獲数
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-
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適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 農政室長　谷口　広幸

目
的

概
要

集落への勉強会、追い払い用花火の配布や亀山市鳥獣被害防止対策促進協議会へ支援するとともに有害鳥獣
（サル、シカ、イノシシ）の捕獲や進入防止柵の設置について交付要綱に基づき交付する。

鳥獣による農作物被害があることで、農家の生産意欲が減退し耕作放棄地の増加に繋がっているため、鳥獣捕獲、
被害防止のため情報発信・進入防止柵の設置への支援などを行い、有害鳥獣による農作物への被害防止に努め
る。

２７年度

総コスト 14,549

一般財源 13,829 10,887

3,662 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

0 0 受益者負担額 0

⑤
事
業
の
評
価

総合判定
地域住民への勉強会の開催や位置情報を利用した被害対策を講ずるための環境整備等の実施により効率的な被害
防止の推進を図ることができた。
防護柵設置の資材費支援（補助金）による農地の囲い込みによる被害防止に寄与することができた。 Ｂ

まずまず進んだ

猟友会や亀山サルの会の協力を得て、獣害捕獲・追い払いや防護柵の設置などを行っているが、サル、シカ、イノシシによる農作物の
被害は減少していない。

地域での正しいサルの追払いや防護柵の設置及び維持管理などの獣害対策の助言・指導を専門家を入れて開催する。
まとまった農地での防護柵を設置し、効率的かつ効果的な対策を図るため、昨年度に引き続き被害防止対策事業補助金の上限額や
補助率などを検討する。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額 0 0
総人件費 3,662

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
獣害被害防止対策事業補助金件数　　76件　19.8ｈａ
鳥獣被害防止対策推進協議会補助金　　878,828円
地域での獣害対策勉強会　　　3回（出前トーク含む）
追い払い用花火の配布　　　　　　約7万本

県支出金 0 0 0

再
掲
翌年度への繰越額 0 0

その他 0 0 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

国庫支出金 0 0 所要人員 0.50

人
件
費

総人件費 3,662
事業費 13,829 10,887 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市民

③
指
標

施策の方向 02:農業経営の安定化 項 農林水産業費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 農業振興費

施
策
体
系

基本施策の大綱 01:快適な都市空間の創造 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 03:農林業の振興 款 農林水産業費

単位

Ｈ28(標準事業)

①
基
本
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項

計画コード 事業名 部名 環境産業部
06009-1 有害鳥獣対策事業(防止) 室名 農政室


